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図9 図8の結果
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図10r境界線を描く」コマンドのダイアログボックス
境界線の幅を16ピクセルに，位置は外1ftl]を選択。
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図11 図10の結果
生E形線の外側に，幅16ピクセルの境界線が捕かれた。

-応用編

1)1境界線を描くJコマンドにより文字に縁取りをつける
複雑な写真や図の中に書き込んだ文字はわかりづらいことがあるが，文字の色と反対色の縁取りを，文字

の周りにつけることでわかりやすくすることができる。「境界線を描くjコマンドにより ，文字に縁取りをつ

2)1境界線を描くJコマンドにより線画を強調する
学会発表などで時々みかける細い線画のグラフや図は見づらいものである。「境界線を描く」コマンドをう

まく 利用すると，ペイントプログラムで作成した線画やスキャンした線画について，線を太くしたり彩色し
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RGB画像の，描画色を白(R=255，G=255， B=255)に設定してお

図12 描画色の設定 図15 r境界線を措くJコマンド
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図13 文字の縁取りデモンス卜レーション原画

グレーの背景に，黒で“細胞"と書かれたRGB画像
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図14 文字の部分を選択

「自動選択ツール」と， I近似色の選択コマンド」を使って“細胞"の
部分を選択。
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図16 r境界線を描く」コマンドのダイア口グボックス設定
幅4ピクセル，位置は外側，透明部分の保護のチェックははずし

ておく。
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図17 図16の結果



図18 文字の縁取り完成

“細胞"の周囲が白で縁取られ，グレーの背景の中でも鮮明に見え

る。
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図19 線画の強調のデモンストレーション原画像

細胞の位置から作図したボロノイ多角形である。
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図21 強調したい線画の線の部分を選択

自動選択ツールを使った。
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図23r境界線を描くJコマンドのダイア口クボックス設定
幅6ピクセル，位置は中央，透明部分の保護のチェックははずし

ておく 。
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図24 図23の結果 図25 線画の強調の完成画像

黒の細線で描かれた原画をもとに， 赤の太線で描かれた完成品。

本稿「の境界線を描く J コ マンド を応用して作成した，論文用の画像を図26~ 28に示しである。読者の皆さ

んも，講義，学会や論文の図表の作成に応用 してみていただきたい。

図26 表皮ランゲルハンス細胞顕微鏡写真

図27 図26のランゲルハンス細胞配置をもとに作図した

ボロノイ多角形

図28 図26と図27をもとに「境界線を描くJコマン ドを利
用した画像

図26のボロノイ多角形の線薗を強調した後，顕微鏡写真図26に合

成し，縁取りされた文字を挿入した。

図29 参考 :r境界線を描く」コマンド利用によ
る文字のバリエーション

いずれも，一番上の “細胞"という字をもと に，r境界
線を描く」コマンドを使って，文字を太くしたり，縁取

りをつけることによって作成した。
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MACWORLD Expo/To匙yo'97雨時開催
「研究室でのMacintoshJ特別セミナーについて

法揖尚宏(第4回日本コンビュータサイエンス学会学術セミナー組織委員長)

iMACWORLD Expo!fokyo '97(1997年 2 月 19~22日に開鑓)J において，日本コンピュータサイエンス学会は，第 4 留

日本コンピュータサイエンス学会学術セミナー「期究室でのMacintoshJを開佳いたしました。医師・研究者がいかに効率

よく後新の情報を得ることができるか，大いに詑自しているテーマとなっており，これからの医療と研究の方向性を示唆

するものともいえます。

なお，研究室でのMacintosh特別セミナー抄録集(ISBN4-900935側関心， 1997年2月22日発行，定価3，000P1)は，

術セミナー事務局の(株)アトムスより販売各れています。

日 時:1997年2月22日(土曜日)1O:00~ 16:40(セッション A~D)

場所:MACWORLD Expo!fokyo '97袈示場内会議室(幕張メッセ・千葉市)

定員:各セッション50名(先着服)

参加費:各セッション4，000円(税lJlj)(MACWORLD Expo!fokyo '97の48間共通入場券付き)

事務局:(株)アトムス内同庁究室での MacintoshJ特別jセミナ

手113東京都文京立本郷2-25-2桝水ピル4F 

T巴1.03守3813叩6431，Fax.03-3813司6432

.1O:00~11:40 セッション A

座長:石井習雄(レスベ・ケミカル(株)化学部)

「必要なデータベースをいかに探しだし利用するかj

演者:鵜JlI義弘(農業生物資源冊究所遺伝資源第二部)，竹腰正!笠(東海大学医学部)

.12:00~ 12:40 セッション B(軽食・飲み物付き)

藤長:法構尚宏(東邦大学医学部)

fホームページ作成上の留意点J
演者:柳田洋一郎(東京マタニティー・クリニック)

.13:00~ 14:30 セッション C

:竹控正隆(東海大学陸学部)

「電子図書館時代に対応した情報管理の実践j

(京都大学薬学部)

.14:30~ 15:00 フリータイム・コービープレイク

.15:00~ 16:40 セッション D

座長:伊藤雅彦(東宇都宮病院小児科)

「密療現場で、のマルチメディア活用法J

:大泉太郎(慶謄義塾大学医学部)

「毘療従事者のためのインターネット活用法」

演者:油田俊也(慶磨義塾大学底学部)
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第7回日本コンピュータサイエンス学会春季学箭集会を終えて

鵜JII義弘(第7臨日本コンピュータサイエンス学会春季学稿集会会頭)

1997年3月21日， r研究をささえるデータベースJをテーマにした本学会第7部学術集会は，東京から 1時間以上かかる
地での関擢にもかかわらず¥73名(受付集計数)の参加者を筑波農林研究回池の農林ホールに迎え，盛況のうちに終えるこ

とができましたO 参加していただいた皆様ありがとうございました。

学術集会の準備，運営については，多くの方々のご助言，ご協力をいただきました。個人，組織，企業の名をあげるこ

とはしませんが， どの組織，どの方々のご協力を欠いても，この集会の成功はなかったと思います。この場を借りて深く

御礼申し上げます。

用意した2つの会場では，バイオ，ゲノム分野のデータベース，情報の収集と提供に関する16の充実した講演がありま

した。詳しくは，以下の講演要旨をご覧ください。

また， Webページをポスターにするという世界初の試みであるポスターセッションには， 17の参加者による19のWeb

ページのポスター展示がありました(http://www.dna.affr・c.go.jpハ19awa/19970321/poster/)。

講演要冨

[ゲノム警 DNA，バイオ関連ファクトデータベース](午前の部)

議イネゲノムデータベースの作成
市村英昭ベ太田勇利，向弁護之ペ佐々木卓治判

(*1農林水産先端技術研究所 *2農林水産省

生物資源期究所)

農林水産省生物資源研究所(NIAR)と農林水産先端技術

産業振興センター農林水産先端技術研究所(STAFF研)の

共同研究であるイネゲノム研究チーム (RGP)ではイネの

全発現遺伝子のカタログ化を目指して研究を進めてい

るO

本報告では RGPで作成した，チーム内データベース

RiceBaseついて報告する O

RiceBaseで取り扱うデータは，イネの遺託子の塩基記

列でrATGC....Jといった文字列で表現される。シーケンサ

と呼ばれる塩基記持解析装置から得ら

は，実験者の手によって内容を確認さ

に入力される O

RiceBaseはUNIX上の SYBASEをサ…ノすとして，

Macintosh上の4D Serverを中間サーバ， Macintosh 上の

4 DClientをクライアントとするクライアント・サーバ型

のデータベース(DB)である O

RiceBaseには次のような特徴がある O

(1)実験ノート代わりの DB

( 2 )解析結果も閲覧可能
なるデータの倉庫としてではなく，実験ノート代わ

りに使えるデータベースを目指しており，実験結果だけ

ではなく，実験条件や実験者，実験手順も縮かく入力す~

る。これにより，データの質や性格を判断すること

易になる。

入力された塩基配列データは，既知のタンパク設のア

ミノ酸配列をコードしているか杏か，タンパク貿データ

ベースに対して類似性検索を行ない，その結果を DBに取

り込んでいる。類似性検索結果に対しでも検索や閲

行なえるので，本格的な解析を行なうための基礎的

報を容易に得ることができる O

こうした RiceBaseであるが，開発者側から見た場合次

のような問題点も抱えている O

(1)構造が援雑

( 2 )データ量が多い
(3 )ユーザからの仕様変更要求が多い

さまざまな種類の実験条件や類似性検官官の結果を管理

するため，研究がi長むにしたがい構造が複雑で、重いDBに

なってき として，比較的意いクライアントソブ

i、である 4D(こ代わり， Netscape Navigatorを佼つ

のRiceBaseSurfや，類似性検索給条だけを独立させ

た DB を~Jt用している O

DBに要求される機能は研究の進化に伴って変化してい

くo DB開発者としては，要求仕様の変更は極力抑え込ん

でしまいたいところであるが，研究用のDBは定型業務の

DBと異なり，変化することを前提にしてDB照発も研究

の一部と割り切って対応せざるを得ないと思っている。
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議家奮ゲノムデータベースの舞台裏
和田康彦(農林水産省蓄産試験場資種部)

(1)開発の背景と動機

畜産試験場では家畜衛生試験場， STAFF研究所および

8道県の畜産試験場等と共陀で，ブタの genemapping 

伝子地図)の作成と経済形質にかかわる遺伝子産の探索を

行っているC その中で，全国に散在している研究者間の清

報交換と効率的な連鎖解析およびcomparativemappingの

ためのツールの必要性が指識された。そこで，家畜ゲノム

デ…タベース(http://ws4.niai.affrc.goJp)を開発し， 1994年10

月からインターネットを通して無料で公捕している。ま

た， 1996年8月からは MouseGenome InfOlmaticsのB本公

式ミラーサイト (http://mgd.niai.affrc.go.jp/)も運用してい

る。

( 2 ) ムデータベースの概要

家畜ゲノムデータベースには，ブタ，ウシ，ヒツジ，

マウス，ラット， ヒトの genemapping関連の'11号報が蓄積

され， World Wide Web(WWW)を用いて能単に手Ij用でき

るようになっており， Clickable cytogenetic map， Clickable 

linkage map， Keyword search， R巴ferencesearch， Mapping 

homology search， Linkage homology mapなどの機能を提

f共している。

(3):f支術的パックグラウンド

システムは WVI明fサーバとデータベースサーバで構成

されており，データベ…スの検索には CommonGateway 

Interface (CGOとUNIXのrshコマンドを用いている。ま

た， Linkage homology mapなどの一部のシステムには

Java appletを利用しているO

参考文献
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[ 4 ] http://ws4.niai. affrc.go・jp/cs9703/本講演用のデモページー

1997寺三3月21日にアクセス.

[ 5 ] http://ws4.niai.立ffrc.go必/りis/tutorial.html日本諾奇声付きク

イックチュートリアル.1997年4月11日アクセス.

議CodonUsageヂータベースの構築と公開
中村係一(かずさ DNA研究所違法子構造第2研究室)

CUTG (Codon U sage Tabulated from GenBank)は，

GenBankに登録された完全長タンパク賀遺伝子のコドン

f吏吊を，計算機処理に適した形式で集計したデ…タベー

スである o 1986年に報告された最初の版[1 ]では

GenBank rel. 38に納められた1.638CDSのコドン使用を

集計しており，最新の報告[2]では， G巴nBankの生物種

にもとづいた division(bct， mam， pri etc.)より5，246ゲノ

ム， 116，440 CDS (GenBank 96， Sep. 1996)のコドン使用を

集計したリリースについて記載した。集計済みのデータ

ファイルは複数のanonymous立pサイトを通じて記布して

おり，ゲノムごとに集計したコドン使用テーブルは，

名によって検索可龍なフォームを用意した Webページで

公開している [3]0Webページのアクセス数は 1月で比

較すると昨年比で約3傍の12‘o∞件弱に達し， 00外からの
アクセスが全体の 80%を恕える。

データ集計の手!績は以下のとおりである:GenBankの

flat fileをスキャンして完全長 CDSのリストを作成し，

これをもとに CDSの塩基配列を fasta形式で抽出，それ

ぞれの記列のコドン使用を集計し，さらにゲノムごとに

集計する O これらの工程は複数のプログラムの紘合せに

より実打され，吏新は 2ヵ月に l度の GenBankのメ

ジャーリリースごとに干?なっている O

GenBankの巨大化や，別の ACCESSIONとのjoinな

どの複雑な書式からの集計などがネックとなり，全体の

集計作業には数日程度が必要となっている。今後，前回

のメジャーリリースとの差分のみの集計を行なうこと

と，コードの最適化により高速化する予定である O ま

た，ゲノムプロジェクト由来のデータの一話登鉱が涼怒

となって，欝fまなどで同一CDSを重複して集計している

ことがユーサごから指摘されているが，これを自動的に除

去するのは困難である O ここでは， 3割程度の CDSが重

複している最新の欝母のコドン信用傾向と，重援の少な

い 1992年の集計データの比較により，大景の CDSを集

している場合には，この程度の重複があっても全体の

コドン使沼傾向にほとんど影響を及ぼさないことを例示

したc

独自サーバによる'搭報の提供はサーパの維持管理が困

難であったことからすでに放棄し，現在で1ま農水DISC，

{云研， EBIのサーバから情報の提供を行なっている O デー

タの更新手}II震はほぼ自動化されており，更新作業自体には

手はかからなくなってきている O 電子メールによる利用者

からの問い合わせば継続的にあり，今設 FAQの整備や

Webよの boardsystemの導入によって，繰り返しの多い

質問一回答のペアを公開していく必要がある O

最後に，コドン使用デ…タベースとゲノムプロジェク

トのかかわりとして，タンパク質遺伝子領域の予測，タ

ンパク質発現量の予iP.U，コドン使用傾向の違いによるタ

ンパク質遺伝子の機能予測などへの応用を指摘したO

参考文獄
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[ 2 ] Nakamura， Y. et al. (1997) Nucl. Acids Res. 25. 244 -245. 

[ 3 ] http://www.dna.affrc.go.jprnakamura/CUTG.html 
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[ゲノム宅 DNA，バイオ関連ファクトデータベース](午後の部)
緩いぢ 察懇察問 問問ゑ間砂町

長率DNAData Bank of Japan(DDBJ; 日本
DNAデータパンク)

舘野義男(国立遺伝学研究所)

DNA Data Bank of Japan (DDBJ)は， 1986年に日本の代

表的な分子生物学者と文部省の援助を得て，国立遺{云学

研究所においてDNAデータパンクの活動を本格的に始め

た。以来， DDBJは欧州のEBI(欧州生命情報学研究所:

EMBLデータベースを構築)と米国のNCBI(国立バイオテ

クノロジー情報センター:GenBankデータベースを構築)

とともにf国際DNAデータベース』の lつとして活動して
いる O

現在DDBJは， Int巴m巴tを利用してEBIやNCBIと毎日

データの交換を行なうと同時に，年一回ず、つ開催される

DNAデータパンク国際諮問委員会と DNAデータパンク

国際実務者会議に出席することによって，これら欧州や

米関のデータパンクとさまざまな面において協力活動を

行っている。

DDBJは，研究者から収集した DNA記列デ…タへアク

セッション番号(国際的に認められている DNAデータの

登銀番号)を発行することが公式に認められている，アジ

ア地域で唯一の DNAデータパンクである O

DDBJに送られてくるデータは，臼本の研究者からのも

のが主であるが，もちろん海外の研究者からのデータも

受付け，アクセッション番号を発行している。また前述

のように， DDBJはEBIやNCBIと毎日データ交換を行

なっているので， DDBJの提供しているデータの内容は，

これら 2つのパンクのデータ内容とほとんど同じになっ

ている。

最近 DDBJでは WWWによるデータ登録ツール

(SAKURA)を開発し，多くの研究者に利用していただい

ている。 SAKURAによるデータ登録はますます増加して

きており，現在では全登録の70%以上を占めている。下

国は SAKURAのホームペ…ジである。

多後援務懇務懇務務機務努務懇努稼縁家離
間 ιr γ γv… 山川 山げ緩懇談謬機織機

議Carb話回虫/CCSD(Complex Carbohydrate 
Structure Database) 

石塚稲夫(帝京大学陸学部)

糖鎖は細胞においては糖タンパク質，糖脂質の一部と

して，細胞外マトリックスにおいてはグリコサミノグリ

カンを構成し，縮胞接着， 1)ガンドの認識など多くの機

能に関与している。しかし譲合糖質のデータベースとし

ては CCSDが作製されたのみである O その理由のーっと

して構造が譲雑であることがあげられよう O すなわちタ

ンパク質，核酸のように波られた種類の残基が産鎖状に

連なっている構造だけではなく，多数の校別れをもつこ

ともあり，結合様式もfa，pJのほかに 1-2，1-3， 1 
4， 1-6などの結合位置が区別され，置換基も多種にわ

たっている。

[控史][1， 2] 1985年援合糖質データベース CCSDと

それを動かすアプリケーションソフトウェアである

CarbBankが発足した。 中心はAlbersheim教授(国際的な

糖質研究者)で， University of Georgia， Complex 

Carbohydrat巴ResearchCenter(CCRC)に事務所を置い

た。米欧日の主だ、った糖質研究者数名に overseerを依

頼， overseer はそれぞれ数人のcuratorを依頼して入力総

織が作られ，分布，比較生化学に及ぶすべての文献を収

錯する計画である o Curatorから送られたデータシート

は， Georgia(現在はSeattle)に送られて入力される。 1992

年 CarbBank/CCSDは NCBI(National Cent巴rfor 

Biotechnology Informぽion)に吸収合併され， AtlasCDと

して発売されるとともに web上で公開することになっ

た。 1997年春の時点でCCSD16.c31は1・ecord数48，636k

している。 1989年7月に日本での第 1白 CarbBank

curator会議が開かれ，以後今日まで年2囲定期的に築

まっている。主として日本で発行されているジャーナル

について年間250~450件リトリーブを行ない， 1993::1三度

から文部省科研費補助(database)を受けているO

{操作] 当初はオペレーテイングシステムとして， PC“ 

DOS(IBM)上でしか作動しないプログラムだったので日

本では普及が連れていたが， 1996年秋より Windows95/ 

NTで動く新パージョンが公開されている。 l文献中の各
構造についてそれぞれ1個の recordが割り当てられるた

め管理しやすい。入力はエディタを使ってcitation，trivial 

name， glycoproteiねなどの subtype，タンパク質部分など

のaglycon，antigen or epitopeの特異性， analytical 

methodなどがキーワードから選択できるようになってい

る。生物起鴻はとくに詳細で、，界，門， 網，自，科，

属，種，一般名，さらに胎児などのlifestage，臓器，細胞

内小器官，培養細施株名，病名まで入力できる。構造を

入力する場合には2糖， 4糖などのオリゴ糖単位の繰り
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返しの回数，糖鎖の部分的変化を表す方法も工夫されて

いる O このようにして作った携造は searchでの probeと

しても用いることカトできる。

Searcherはannotationのほかに分子式や糖鎖帯迭に

よって検索ができるのがこのデータベースの特長である

が，構造は IUPACjIUBMB方式で脅かれているので誰に

も親しみやすいc またファイルは ASCII，HTML， ASN. 1 

ファイルとしても出力することができる。

{今後の課題} 入力ミスを権力減らすことに務める，ま

た入力を増加させるための努力を行なっている O また化

合物の謹類が多いため，炭水化物全体の入力を分野別に

分担すべきである， CarbBank /3 version 3.1Of.1にまだパ

グが残っていることなど多数の問題が残されている c

文献

[ 1 Jproc Jpn Conf Biochem Lipids 30: 8 -10. 1988. 

{幻機質学会報，第13.j子， 33 -37、1994.

議脂質データベースの構築
(重升:~芸学研究所)

生体成分の中で核酸，タンパク質，糖質については世

界的な規模でデータベース化が進んでいるのに対して，

指賞は古くから研究されてきたにもかかわらず¥その

データベース化が著しく遅れている。この原悶の:つは

詣質に分類される化合物の多様性にある。脂質(LIPID)と

は，一般的には水;こ不溶性で有機溶剤;こl1J;容性の生体有
機化合物であると理解されている。しかし，今日では部

外も多く見いだされ， r分子中に長鎖脂訪緩または類似の
炭化水素銭を持ち，生物体に存在するか，生物に由来す

る物資Jと定義されている(生化学辞典)。つまり生体成分
のゆで，タンパク質でもなく，核酸でもなく，糠震でも

ない有機化合物を，すべて脂質というカテゴリーに入れ

て分類しているのが現状である。したがって路質には脂

肪首長や，アルコールであるグリセロールの三鍛の水酸基

に脂肪離が結合した中性指坊や燐指費，糠指質，胆汁

骸，ステロイド，プロスタノイド，ワックスなどのほ

か，フラパノイドやイソブレノイド，脂溶性ビタミンな

ども指質に分類される C このように多彩な化合物を lつ

のデータベースとしてまとめることは非常に難しく，こ

れが括質のデータベースイヒが遅れた大きな涼毘の 1つと

なっている。

らは.日本の指質研究者のほとんどが所属してい

る日本脂質生化学研究会の協力のもとに，文部省の科研

費を受けて，平成元年より近畿大学理工学部の林 湯教

授を中心に「脂質清報データベース(LIPIDbank)Jの構築を

行なっており，これまで約3，000件のデータを収集した。

このデータベースには，化合物の名称、や北学構造式のほ

かに，融点，沸点，比重等の物理化学的性質， UV.IR， 

N羽衣，MSなどのスベクトルデータおよび分布と生理活性

が収録されている。

このデータベースを基に，平成9年1月より，科学技

術振興事業団の研究費を受け，日本から世A界へ発信でき

る「生理活性脂質データベース」の構築が始められた。この

プロジェクトは Internetを利用し，世界中の研究者が各自

のパーソナルコンピュータで， Netscape Navigatorなどの

ブラウザ、を利用して，詩的とする賄費化合物の検索を行

ない，その情報を得ることができるシステムを講築しよ

うとするものである。データベースの構築とその検索プ

ログラムの作成にあたっては，データベースを利用する

側がどのような情報を望んでいるのかを考え， i2W2HJ 

を基本とした。すなわちf羽ThatJ(その化合物は仰という名

前なのか?，どんな化学講迭をしているのか?，その物

理化学的性質はどのようなものか?，生理活性はある

か?)， rWhereJ (その化合物はどこに含まれているの

か?，その化合物に関する論文は?)， rHow many 

(much)J(その化合物はどのくらいの量含まれているの

か?)， rHow toJ (その化合物はどのような方法で抽出，

分離，精製し，どのような方法で同定するのかりという 2

W2HであるO

デ…タベースは，脂質を16種類の化合物若手に分類

し，化合物群ごとに「データ集積責任者jを置き，データの

収集と整理・校まを仔ない， 3 i手間で約6，000件の化合物

データを11又築l，Internetを介して矯報を提供する

ある。本データベースの構築はまだ始まったばかりであ

り，化学構造をどのように表示するか， α，/3， yなど
の英数字以外の文字:ゃ比重等の特殊記号などをブラウザ、

上でどのようにして現わすか，中性指肪や燐s¥j貿，糠脂
費等の結目方薮組成をどのようにデータベースfとするか(通
常これらの化合物の詣抗酸組成は%で訴されることが多

い)，動植物や臓器，組織，細抱株，議株単位での脂質経

成をどのようにデータベース化すべきか等，解決しなけ

ればならない問題が山積している。下記に連絡先を

し，皆様のご効言，ご指導をお願い申し上げます。

f生理活性詣質データベースj

渡辺清博(重弁民学探究所生化学部内 部長)

守701冊目 関山県岡山市山田2117

Tel: 08ふ282-3113内事長838，Fax: 086-282-3115 

E-mail: kiyowata@mxa.meshnet.or.j 

議IALIS-七トゲノム統合データベースの開発
王子)11美夏(科学技術振興事業団)

科学技術援興事業団(JST，1日科学技術情報センタ-

JICST)では，街際的に行なわれているとトゲノム解析プ

ロジェクトを情報酷からサポートする， ALIS (Advanced 

Life science Information Systemslプロジェクトを実施して

いる O 本プロジェクトでは，最終的にとトゲノム30倍、塩

基の塩基配列データをデータベース化し，研究に資する
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ことを目的としている。次の3段階で，それを実現する

計図であり，開始から 1年半を経た現状と今後について

報告した。

1.ヒトゲノム大規模シークエンシング

第一段階として，ヒトゲノムのシークヱンシングを実

施し，ゲノムプロジェクトのデ…タ生産に貢献するとと

もに，データベース作成のためのモデルとなるデータを

得る。大規模シークエンシング事業では，ヒトゲノムの

大量シークエンスの解読を志向する研究機関に委託し

て，データ生産を行なう。シークエンシングチームは，

公募によって募集され， JST内に設置された諮問委員会の

選定により，現在4機関が活動中である O 解読を行なう

領誠については，チームの意志に任されており，配列とし

て連続1M塩基以上の連続した配列を生産することが条件

となっている。このデータは， http://www-alis.tokyo. 

jst.go.jplから， Javaを利用したWeb箇簡で公開している。

2.データ活用のためのアノテーションライブラリ

塩基配列データに情報を付与するための，データライ

ブラリを作成する。これには，公共のデータベースなど

にすでに登録されているデータを配列の情報に追加する

ためのものと，遺缶子推定，アミノ駿配列パターン検

出，ホモロジー検索などの配列解析による学習データな

どを含む。前者は， GDB， DDBJ， OMI羽などのヒトゲノ

ムに関連するデータベースのデータを統合利用できる環

境を作成し，検索結果からデータ間の|努係や各データ

ベースの項自を比較して，どのようにデータを統合し分

類すればよいかを検討している O 後者に関しては，遺伝

子推定用の学習データライブラリを HMMや統計的手法

を用いて作成しているほか，既知のタンパク質配列をア

ミノ酸自己列のパターンに分類し，機能相関を検討してい

る。今後は，ライブラリの充実とともに，研究者による

評価を行なう必要がある O

3. ヒトゲノム統合データベース

本プロジェクトの根幹となるデータベースについて

は，いまだ計画段階であるが，遺伝子等の誤られた機能

単位にもとづいた現状の DNA塩基配列データベースと

は，異なるアプローチが必要である。ゲノム単位という

マクロレベルを意識した情報と塩基配列の情報の融合を

いかに行なうか，データをどのように獲得していくかが

今後の課題である。

[グループ・個人作成データベース サーバ発表](午前の部)

議DNAVEC研究所ホームページの紹介
鈴木要介(株式会社DNAVEC研究所)

DNAVEC研究所ホームページ開設までの経緯

DNAVEC研究所は，厚生省管轄の特殊法人である医薬

品部作用被害救済・硫究按興調査機構(睦薬品機構)の先端

的陸療技術の研究開発振興プログラムの12番自のプロ

ジェクトとして，平成 7年 3月16日に設立された。

DNAVEC研究所は，夢の治療法として期待されている

伝子治療の基盤技術となる「ベクター」の開発研究を行なう

会社であり，安全性が高く，優れた遺伝子治療用ベク

ターを開発することにより，多くの難病に苦しむ人々を

救済すると問時に，遺伝子治療を陸療技術の重要な柱の

1つとして定着させることを自的としている O そのた

め， DNAVEC研究所ホームページを開設し，提供しうる

情報内容としては，遺伝子治療研究関係者への専門的情

報と，一般の方々に遺伝子治療に対して関心を持ってい

ただくための解説，という 2つが考えられた。そこで¥

以上の点を考慮の上，平成8年5月27日に DNAVEC

所ホームページを開設した。

遺伝子治療研究関係者への専門的情報

専門的情報提供の方法としては，遺伝子治療メーリン

グリストの開設およびリンク集の提供を行なっている。

リンク集の更新に隠しては，できるだけ多くのサーチエ

ンジンを用いて検索した結果をもとに，以下に示すソフ

トウェアを用いてメンテナンスを1Tなっている O
WebWatcher 

(http://www.xroads.com(patfieldJW eb W atcher. htmJ) 

BigBrother 

(http://pauillac. inria企/マpottier/brother.html.en) 

今後は，効率的な情報の充実を図るためにも，メタ

サーチ等を利用した情報の収集，整理を行なっていく予

定にしている。
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-椴の方々に遺伝子治療に対して関心を持っていただ

くために

研究者以外の方々にも遺伝子治療に対して関心を持っ

ていただくためには，できるだけ多くの方々にひNAVEC

研究所ホームペ…ジを訪れていただくことが必要である

という考えから，以下のペ…ジを参考に作成した。

アクセス向上委員会

(http://www.airnet.or.jp(hasimoto/accessm1!) 

ズパリ見てもらえる HPの作り方

(http://www.asahi-net.or伊(LE9S-ICKW /how _.htmJ) 

さらに，遺伝子治療に関する簡単なクイズに正解いた

だいた方には，オリジナルのスクリーンセイパ(After

dar女)モジュールのプレゼントも1:Yっている。また，より
軽くて見やすいページを目指し， MACRO羽 EDIA

FLASHを用いたページ、の提供を行っている。

畿圏内図書館OPACリストの作成と情報共有
林 賢紀(農林水産研究情報センター)

作成の動機

1993年頃，雑誌rbitJの連載などで，海外における大学

関書館を中心に Intern巴t車壬由で OPAC (Online Public 

Acc巴ssCatalog:図書館のオンライン利用者目録)を利用で

きる事例が紹介されており，同様のサービスが閣内で実

施されていないか疑問に思った。

照時に，農林水産研究情報センターにおける Internetによ

るサ…ピスの可能性を調べるため，情報を収集すること

とした。

作成の経緯

1993年末に，ネットワークニュースで関内での OPAC

の公開の有無を質調したところ いくつかの割答が得ら

れたため，これをもとにリストを作成・配布した。

その後，さらなる情報の追加や公開に対するニーズの

まりなどもあり， Japan OPAC list Verl.Oをネットワー

クニュースによって1994年 6月に記布を開始した。

W羽司1でも1994年7丹頃公開している。

現在の作成形態

作者自身で情報を収集するほか，各国書館やリストの

科用者からの情報提供をもとに掲載対象とした臨書舗に

掲載事項を確認し，リストを更新し記布している。

作成時の寵意点

定期的な更新を心がけている。現在は月一盟更新。

どんどん配布

リンクも自由

見る人が増えるロ情報提供者も増える

リストの配布

農林水産研究情報センターのWebページ

http://ss.cc.affr・c.go必/ric/opac/opac.htmlで公開

ネットワ…クニュース

ち.archives.documents.ぢ.books，号.net.misc

メー 1)ングリスト

infotalk‘inetdbなど

パソコンぬ信などでも配布

利用のされ方

インターネットプロパイダと大学など教育機関からの

アクセスが半数をおめる c

インターネットに接続されている図書館は大学図書二館

が多い。

学生の利用が多いのでは?

(学術情報センターを手IJ吊できない懸か?) 

に所蔵・書誌確認に使われている

閣議:館日銀や書誌情報が自由に検索できる事へのニー

ズは高い。

リスト掲載後はその盟書館へのアクセスが増加してい

る。

今後の課題と計画

安定した情報提供を続けていくべきか?

人事呉動があっても作成を続けられるか?

WWWサーノfの客室f呆
作業時間 etc.

英語版の整備

'情報交換用のメーリングリストの立ち上げ

語審原生生物と日本産アリ類の京域画像デー
タベース

月井土佐ニベ水原 意*1 鵜)11義弘*2

(本!法政大学第一教養部生物学研-究室，的農業生物資源

研究所遣法資源第二部DNA管理情報科)

われわれは，生物学における学術'情報の公開・共有を

自的として，日本産アリ類，および原生生物に関する画

像等をデータベース化しネットワーク上で公潤する活動

を続けている O

f日本産ア 1)類カラー酒{象データベースJ(http://www.dna. 

affrc.go必!htdocs/Ant.WWW !htmls/index.htmJ)は日本蟻類誹

究会との共同によるもので，アリ生体標本のカラー

，撞の記載，都道府県加に調査した各種ごとの分布

データ等をデータベース化している。「原生生物情報サー

バJ(http://133.25.20.31/protist.html)は，各地の原生生物研

究者が制作した画像等を収集し，研究素材データベース

としてて公開している。

間像はいずれもスライド等をフォト CD1としたものを採
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mしている O これらを JPEG圧縮した後，画像の解説等を
含むht誠ファイルから呼び出して閲覧できるようにした。

現在までにア 1)類については258撞， 588枚の商像と分

類学的記載データを，原生生物については， 115種， 2，120 

枚の簡後と分類情報をデータベースイとしている(ファイル

総数21，000余)。

ア1)，原生生物ともに日本語版と英語版があり，アク

セスは国内外を間わずに数多くある O ちなみに生物資源

研の UNIXサ…パにあるアリデーターベースへのアクセ

スは80，000ファイル/月に達し，その半数以上が海外から

である O アクセスの増大に対応して，他大学・研究所に

ミラーサーバを計12台設置した。各ミラーサーバのデー

タ吏新は独自に調発した自動更新システムによって行な

われている。

各サーパが公調されていることの公告は，当初，

Internet上のディレクトワサービス等への登録によって行

なった。その後，いわゆるサーチエンジンが登場して，

サーバのテキストを収集じ全文検索できる体制が整って

きた。現在は，世界の主要なサーチエンジンからア 1)， 

原生生物両方のデータベースの内容が検索できる状態に

なっている O 日本語による全文検索も可能である (http://

www.goo.ne.jp/index.htmI) 0 

ゆくゆくは問種のデータベースが他の生物でも構築さ

れることが望ましいが，それをmlむ要因としては，この
ような活動が研究業績として認められない等の評価体制

の欠如があげられる。しかし， Internet全般では，士替え続

ける情報提供に対して，有用なものを選別して科用者に

紹介しようとする詳細の動きが起きつつある。アリと原

生生物情報サーバについては，雑誌や書籍，新聞等で紹

介され，一般のレベルでは科学分野の情報提供として高

い評価を得ている。

また，アリデータベースは，構築当初から学術商での

評価も高く， 1994年11月に文部省学術'Ij!f報課でデモを行
なったほか， rユニパーシティ・ミュージアムの設霊につ
いてJという学術審議会の報告書(1996)の中では，東京大
学の総合研究資料館と並んで，学術襟本間像データベー

スのモデルケースとして紹介されている。

このほか，データベースの内容を CD-ROM化して一般に

無償配布している。これは，1)通信速度の遅いネットワー

ク経由で問後データベースを利用するのは不便である， 2) 

とくに小中高校などの授業で生徒が一斉にネットワーク経由

で利用するには無理がある， 3)現状ではネットワークを利

用できない人も大勢いる，などの問題をクリアするために始

めたものである。データを提供する側にとっても，サーパへ

の必要以上のアクセスを減らすことで負荷を軽減できるこ

と，そしてなによりサーパのパックアップになる等，有用な

点が多い。 CD-ROMiまMacintosh，Windows， UNIXにマルチ~対

応、したハイブリッド瓶を製作した。

自己布は郵送費を節約するために，グループ記布に協力

してもらっている。アリ類CD-ROMは1，000枚余が配布済

みで，原生生物CD-ROMは第一版1，000枚の配布がすでに

完了し，昨年12求に制作した第ニ版はこれまでに293人宛

に2，651枚を配布している(1997年3丹14日現在)。

配布先のほとんどは，研究者，および小r:t高校の教員

である。中でも，中高校は各都道府県ごとに研究会・研

修会等の組織ができており，それらの綴織から

が届いている。このため配布は松織の代表者にまとめて

送付し，各組織内でボランテイアによる配布が行なわれ

ている。第二版はこれまで、に小中高校教員77人宛に1，358

枚を配布したが，その大半は各地底の小中高校に l枚/校

単位で艶布されている模様である。その結果， CD-ROM 

の記布は，中高校の教員から教材として有用であるとの

反響を得ており，今後このような形での教育分野への情

報提供が増えると予想される O

[グループ，個人作成ヂータベース，サーバ](午後の部)

議ライフサイエンス埠語データベースの構
築と公開サービス

金子鴎可(京都大学・

生命科学(LifeScience)は基礎罷学，臨床!翠学，

生物学，物理学などに大別された上で細分化されている

学問諸分野のうち，生命現象の解明にかかわる部分を抵

括する学際領域として捉えられる。生命科学に関連する

学術用語のほとんどは英語として発生したものである

が，わが屈においては学会研究組織等においてそれぞ、れ

独自に訳語が規定されている O これまで，電子メディア

で活用できる電子辞書はきわめて少なく，進展の著しい

この領域にあって，従来の辞書編纂の手法で作られてき

還し 緩務機伊紗)

た用語集では内容的に不足や不備が多い。

そこでわれわれは，電子化された英語の論文抄録等の

統計解析にもとづいた詩句の選択を行ない，その訳語と

ともに品詞， I:I:¥J:晃額度，別法，用部，分聖子，注釈などの

情報をi託銀することによって 生命科学の分野を網羅す

る学術用語のデータベースを制作した。さらに，生命科

学の教育研究にl恕してこのデータベースを実用的システ

ムとして5量もが使用できるよう， Internetあるいはパソコ
ンで使う各種の電子辞書と辞書ツールを開発した。

用語収集の方法として最も特徴的なのは， MEDLINE， 

BIOSIS， Current Contentsなどの論文抄録情報を素材とし

て詩句の出現顔度を共起表現とともに解析し，その結果

にもとづいては万2千語の単語および複合語を抽出した
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3，000件のアクセスがあり，その70%をor.jpドメインから

のアクセスがおめる。本マニュアルでは全文検索を用

しており，利用率は 5~7%であるが，最近増加の傾向

にある(図 2)。これは，マニュアル自体が500KBと

になってきており，必要とする情報を索引から探しにく

くなってきたためだと考えられる C また，本システムが

持っている最新情報の自動受付システムへの情報の登銭

は， Netscape Navigatorのパージョンアップが頻繁に行な

われた1996年哀をピークに毎逓平均 5件程度の笠録があ

るo これらの最新靖報は，マニュアルとは別の URLから

参照でき，参照E容は40%(対マニュアルトップページアク

セス罰数)に達し，ユーザ、の貴重な'1青幸町原となっているこ

とがわかる。関3に登銘と参照率の関係を示す。問中の番

号はNetscapeNavigatorの新パージョンが公開された時期

とパージョンを示す。関4(立，情報提供者の分類を示し，

ほほ半数の人は 1回の情報提供にとどまらず 2間以上，

最新情報を認供する 1)ピータであることがわかる。

今設は，このような統計A情報をi脊報収集と情報提供に
穣緩的に活用し，情報の自動収集と自動提供を可能とす

るシステム作りを行っていく予定である。とくに，デー

タベース管理者の負担を減らし.かつ，最新情報を利用

35O.txlO 

主的(貰)0

点、にある O 現在までに，その中から出現頻度が高く生命

科学の教育研究に必要と患われる学術用語の4万8

の英日対訳を規定するとともに，罰究報告の英作文に参

考となる 1万5千文の英文例を収集したC これらは品

詞，意味情報，解説などとともに正規化ファイルで構成

されるリレーショナルデータベースに収録した。

このデータベースの実沼化としては，学生や研究者が

ちにコンピュータで利用できるような電子辞書や検索

エンジンを開発してきた。 WebLsdは， WWWブラウザ

での英和・和英・用例の検索を可誌にした Intemetサーバ

であり，利用者からの意見を書き込むことができ，

されたデータベースにもとづいて頻繁にデータを更新で

きる。

また， WWWのインタフェイスを活用した独自のリア

ルタイム辞書:検索システム EtoJおよびEtoJV ocabu laryを

考案し，各種の翻訳サービスを行なっている。これまで

に制作した S種類のオンライン検索サーパと20数種類の

パソコン用辞書および自動翻訳ツールは， Intemet上です

べて無償にて公開している (http://lsd.pharm.kyoto輔u.ac.jp/

index-J.htmO 0 また，のべ21名の碗究者による 2回のモニ

タ作業と， 60名から問答を得たアンケート調査を行な

い，誤りの最少化と利用者からの意見の反映に努めた。

や研究者がこれらを利用することで，かな漢字変

換，英和/和英辞書検索，スペルチェック，用例および

吊法の検索などが効率化でき ひいてはわが悶の生命科

学の発展に寄与できるものと考えている。
工時.α)0

ヨ1.0α)

苫Xl，txlO

150.明。

l収入似lO

本研究は，文部省科研費基按研究(BHインターネット

における電子辞書利用システムの開発jおよび研究成果公

開促進費(データベース)の助成によって行なわれた。
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Macintosh用WWWクライアントマニュアル[1 ]は，

Macintoshで動作する WWWクライアント (Netscape

Navigator， Intemet Explorer， Macintosh Web， NCSA Mosaic 

等)を利用するための最新情報をパグ情報や抗acOS関連

情報とともにまとめたものである。 1994年8月に電子技

術総合研究所内専用のマニュアlレとして配布したのを

きっかけとし，所外にも NetNewsやanonymosFTPに

よって1994年8月から公開を開始した。 1994年12月から

は羽崎明f上でテキスト形式のマニュアルとして記布を開

始し， 1994年3月7阪からはHTML1ヒするとともに，常

に最新の'1育報を提供しているO

統計を取り始めた1995年8月から現在(1997年3月)ま

でのトップページに対するアクセス間数は約百万件であ

る(関 1) 0 1997年3月現荘， トップページに対して毎週約
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メーリングリストを利用することにより， Virtual 

Societyとして地域・組織・分野を横断し， Speed面とし

てリアルタイムに全員にメールで間報， Low Costな点と

して電子メールを利用し安値に情報交換をすることが可

能ですO

INETDBメー 1)ングリストでの実際の情報のやり取り

として， 1997年 2~3 月までの参考例を以下に列挙しま

す。一月あたりのメールのやり取りは平均90通程度で

す。

PHSの規格，週刊誌・雑誌のDB，ピフィズス菌に関す

る文献調査， OPAC一覧， FAX情報サービス産業， E嶋

mailアドレスの探し方， 2α∞年時題，化合物の毒性・

全性の DB，歯学関連の学術雑誌，電子関書館システム

メーリングリストの管理者の仕事としては，流通内等

のチェック・鰐い合わせの応対・エラーメールの対処・

参加者管理があります。運用コスト面では，商用サ…ピ

スを利吊しているので，メーリングリストとホームベ

ジの利用料に年間6万円程度の支出があります。

INETDBメーリングリストの現荘の問題点としては，

大規模になると特定のテーマに絞れない，過去情報の活

用が上げられ，改善していく予定です。今後は， WWW  

とE-mailを組み合わせた形で、の情報共有システムを採用

してゆき，いくつかの特定分野を独立させ，電子ジャ

ナルを発行させていく計画です。
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重量パソコン 1台ではむめる Internetサーバ
邸中求之(諸井県立大学経済学部)
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パソコンといえども今や200MHzを超える速度でCPじ

が動く時代である O それゆえ パソコン 1台でInternetの

サーバを運浴するといってもさほど鷺かれる方はいない

と思う。しかしなカfら， Internetのサーバにで、きるパソコ

ンというのは，何もハイエンドの最新のサーバ用パソコ

ンだけではない。私は過去2年半にわたって，入fllj捻と

して売られていた本体錨格10万円強のパソコン(Macintosh

LC475)を使ってWebサ…パを運用してきた。このような

パソコンであっても 1日l万ヒット程度のアクセスを

難なくこなしている o Webサーバの基本的な処理はシン

フ。ルなものであるし，また Internetのサーパであれば，白

木のネットワークの状況が幸いして，要求されるデータ

の転送レートなどは CD-ROMからデータを読み込む場合

より小さいものなのである。また， Webサーバに関して

いうなら，サーバソフトウェアの立ち上げも設定も簡単

である。つまり，どんなパソコンであっても，ネット

ワークにつながってさえいれば，情報発信の手段になり

うるのである O

パソコンであれワークステーションであれ，サーパ自

体は情報発信・共有の道呉にしかすぎない。その道具を

いかに使いこなすか，が重要である。パソコンでサーバ

者から積極的にフィードパックしてもらえるシステムを

目指す予定である。

参考URL:

[ 1 J http://www.etl.go.jp!peop1e/yamana/www-c1ients-for-mac.htm1 

議InternetDatabase Forumの運営
平山勲(InternetDatabase Forum運営資任者)

Int匂巴rnηηetDaぽta幼bas将巴 Forum(はINI巳~TDB) と{はま， Internet上で利

吊できる各麓データベース・情報源に関する靖報交換を

するフォーラムです。対象分野をどジネス

特許，図書・雑誌・新開，科学技術等で.さまざまな分

野の情報が行き交います。

INETDB は， 1994年 7月頃からメーリングリストがス

タートし，ホームページや研究会・ワークショップがあ

ります。

メーリングリスト

ホームページ

研究全11 il.--r7 

1，445名の参加者(1997年3月時点)

http://www.inetdb.org 

ドキュメント勉強会・ビジネス情

報ワークショップ等
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を運用することのメリットは， 会使うための余分な

聞がかからない点にあると私は思う O また，ホーム

ページに代表される情報の中身(コンテンツ)を気軽に作

成・編集できる環境としてパソコンが優れていること

は，多くの入が認めるところだろう C このフットワーク

の軽さを活かすことが，パソコンによるパーソナルサ

パの活用のポイントである O

筆者の場合は，当初は自分で作成したホームページを

どんどん掲載していたが そのうちページの作成などの

時間も思うようにならないj犬況になってきたので，

室システム(BBSあるいは掲示板とも呼ばれる)をCGIで
作成し，現在はこれをや心に据えている O ブラウ-IJごを

使って書き込んだ情報が即座にページになり，またそれ

に対して後から次々とコメントが付けられる仕組みを患

いることで，私からの情報の提供も楽に行えるし，ま

た，サ一パにアク》とスしてくださつた多くの方からのi
も?詩号ることがて、きるよう;にこなつたO 翠名での参加を認

め，なるべく気軽に書き込みが行えるようにしている O

このような， Webサーバを情報掲示の手段からコミュニ

ケーションの場という方向に発展させることは，おそら

くこれからの Webサーバ利用法の中心的な方向になって

いくであろうと考えている。

コミュニケーションの場として情報が蓄積されてくる

と，間窓になるのは，必要な情報をいかに見つけやすく

するか，ということである。これは現在の Internetの問題

としてよく指摘されることでもあるが，それと同じ問題

が個々のサーバにおいても起こるc静的な情報であれば

ページの講成や 1)ンクの構造によって'1官報を整淫するこ

とも可能であるが，会議室のような日々書き込みがある

ようなものはこの方法では追いつかないっ筆者のサーバ

の場合，会議室の発言(ページ)を含めると，会ページ数が

仁000弱になっている。そこで，自分のサイト専用のサー

チエンジンを導入した。 Webサーバとは別のパソコン(こ

れも入門機)でサーチエンジンを動かしておき，このサ

チエンジンの Robotが毎日夜中にWebサーバの全ページ

にアクセスして検索用のインデックスを更新するように

なっている。アメリカ製のソフトのため検索;こ8本語が

使えないなどの欠点はあるが，検索速境は速く十分使い

ものになる O このようなパーソナルサーチエンジンの活

用は，個人ベースの情報発信をより高度{とするのに有効

であると考える。研究者仲間の個々のサーバをパーソナ

ルサーチエンジンを中心

開させたいと患っている。

*補足

させるといった方向へ展

イトは http://mtlab.ecn.fpu.ac.jp/

Macintosh LC475 36M + System 7.6.1+ JLK -C: WebSTAR 

というソフトウェアを用いて Webサーバを運用。

-サーチエンジンとして用いているのは Phantom

(MaxumDevelopment)というソフトウェアである O

議オンライン投げ込み式ヂータベースの作成
大山晃弘(アロカ株式会社研究所)

1.はじめに

商用パソコン通信の NIFTYSERVEのバイオフォーラ

ム(FBIO)は，医学・歯学・薬学・理学・農学・工学・情
報科学分野などで学際的に行なわれるべき生命科学関連

の研究を支援するためのフォーラムである。その活動の

1っとして， FBIOの第10番会議室はDB構築会議室とし
て開設されており，そこで業者データベースと会湯デー

タベースを作成している。これらはブオーラムへの参加

者がそれぞれのデータを持ち寄り，データベースを作成

するという方法がとられている。

2.作成データベース

(1)業者データベース

このデータベースは主に生命科学関連の研究の活動を

支設する目的で作られてお札実験動物，試薬，機器な

どに関連する業者を集めている。データは業者の取扱品

目，連絡先等が示されてお札現在データ数は438件あ

るc

また，海外メーカーの代理rgを示した代理由データ
ベースもあり，データ数は451i;!ニある。
(2 )会場データベース

学会などで用いられる会場を集めたデータベースであ

り，その会場へのアクセス方法，連絡先，会場内外部の

をする場所等のデータを集めている。現在

データ数は21件であるが，それぞれのデータは学会の案

内には記載されていないようなユニークな情報が示され

ているc

3，データベース作成法の特急，問題点等

パソコン通信や Internetの不特定多数のメンバーから

データをこ集めるオンラインに投げ込み式のデータベース

方法の特色，問題点等をあげる。

(1) 

・データ提供者の接点でデータが作成されるので，各

データに特色があるC

( 2 )問題点

・データ提供者数が少ないので，データが集まりにくい0

.データの更新方法の検討が不十分である C

( 3 )今後の予定

・ホームページの宣伝ーなど幅広く知ってもらい，データ

を充実させるC

-検索機能を追加する。

タベ…ス，会場データベース URL

http://www，asahi但net.or.jp(sz5a-ooym/
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議NIFTYFBIOのデータライブラ 1)の講築
石井留雄(レスペケミカル株式会社化学部)

1)商用パソコン通信サービスである NIFfYSERVE内

で活動する Bio-Netバイオフォーラムは， 1989年にフォー

ラムを開設したO フォーラムの主旨は，全留に散在する

監学生物科学系研究者のネットワークを組識し情報交

換・討論・共同研究の構築を通して，研究活動を支援す

るためのBio叩Net構想、にもとづいている O バイオフォーラ

ムは，学際的な生命科学関連の研究者を支援するための

ネットワークであり，オーブンな情報提供の場を自的に

運営されている O バイオフォ…ラム内に構築されたデー

タライブラリには，研究関係の情報やオンラインソフト

ウェアなどが整理分類されフォーラム会員へ公開されて

いる。

データライブラリの構成

1. Bio-Net研究支援プログラム (DOS川Tindows)

2. Bio-Net研究支援プログラム(Macintosh# 1 ) 
3. Bio-Net研究支援プログラム(Macintosh# 2 ) 
5. JCRB/RCB 研究資材パンクからの案内

6. Bio-Netデータベース

7.プロトコル・レポート・レピュ

8. FAQと

2 )バイオフォーラムのデータライブラリの維持と保守

管理に関しては，データ登録のガイド，オンラインソフ

ト登録のガイド，データライブラ 1)の基本的な使い方と

してガイドラインイとされており，フォーラム内のお知ら

せにて広報している。データライブラリには，会員の研

究活動を支援するオンラインソフトウェアが，プラット

フォーム加に分類され最新版の入手ができるよう努力し

ている O ソフトウェアについては，原作者によるオリジ

ナルソフトウェアの公開やInternetからの収集による会員

からのアップロードカfある O テ。ータライブラリを円i骨に

管理し保守する指擦として，告主規定したオンラインソ

フト登録のガイドラインにしたがって作業をしている O

一般的な手順として，複数のシステム環境での動作確

認，ウイルスチェック，必要に応じて原作者への問い合

わせ等を行なった後に，電子会議室内で広報してデータ

ライブラリにて公開している O

データライブラリ利用ガイドラインなどのお知らせ

1. 96/09/29オフラインへの補助ご案内

2. 95/09/，郎通信では危険な記号と文字

3. 95/09/07電子会議室の使い方(読み方)

4. 95/09/07電子会議室の使い方(書き方)

5. 95/08/20オンラインソフト登録のガイド(DOS/

Windows) 

6. 95/08/13 Bio-Netバイオフォーラムのご案内

7. 95/08/13 FBIOからの転載条件

8. データ登録のガイド

9. 95/08/13バイオフォーラムにおける実名登録の基準

10. 92/07/31バイオフォーラム利用ガイドライン

11. 92/01/16データライブラリの基本的使い方{補足}

12. 91/09/13オンラインソフト登銀のガイド(Macintosh)

13. 90/12/02データライブラリの基本的使い方

(DOWNLOAD) 

3) Bio同NetノTイオフォーラムについては， Webにでも

案内しているのでぜひご覧を願いたい。

http://www.niftyserve.or.jp/forum/fbio/ 

また，オンラインソフトウェアの最新版の検索に便利な

Webページを作成したので参考にしていたければと患

っO
http://www.pluto.dti.ne.jp(toishii/soft.html 

第8盟呂本コンビュータサイエンス学会学術集会のご案内

第8回日本コンピュータサイエンス学会学術集会を下記の日程で関慢することになりましたので，お知らせ

いたします。一般演題の応、募，プログラムの詳細等につきましては，学会ホームページ(http://www.jacs.org/)と

サーキュラーにでご案内いたしますので，ご、参!誌のj二ご参力告のほどお願い申し上げます。

関催概要

会 頭水島洋(国立がんセンター研究所がん情報研

究部がん診療支譲情報昧究室室町)

{期 B]

王子成9年10月17B (金). 18日(土)

[j揚所]

国立がんセンター内，悶際交流会自ij~ 他

'TI04 東京都中央区築地5…

(地下鉄日比谷線東銀庫駅下車3分)

[陪い合わせ先]

電子メール:meetings@jacs.org 

つrEL: 03-5550-2020， FAX: 03-5550-2027 
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話本コンビュータサイエンス学会学術集会の開催記録

第1閉コンピュータサイエンス研究会

法矯尚宏組織委員長

1994年2月20B(日曜日)

東京都立食品技術センタ…(東京都千代田毘)

第2回百本コンピュータサイエンス学会学術集会(第 l鵠総会開持際催)

法橋尚宏会頭

1994年8月28日(日曜日)

フィルム(株)東京本社(東京都港区)

第3回日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第2@]総会開時開催)

i潟山昭彦会頭

1995年 2 月 25 日(土曜日 )~26 日 (B 曜日)

科学技術館サイエンスホール(東京都千代田臣)

第4回日本コンピュータサイエンス

初1lE13洋一郎会頭

1995年9月2臼 日)~ 3 B (双眼日)

明治記念会舘(東京都港毘)

(第3田稔会開時開催)

第5@]日本コンビュータサイエンス学会春季学術集会(第4回総会問時開催)

i也司俊也

1996年3月24日(臼曜日)

居立がんセンター研究所(東京都中央底)

第6四日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第5回総会同時期鑓)

1996年8月31B (土曜日)~ 9月1日(日曜日)

間際展示場東京ピックサイト(東京都江東区)

第?罷日本コンピュータサイエンス学会若手季学術集会

鵜)11;義弘会頭

1997年3月21日(金日露日)

農林水産技術会議事務局筑波事務所農林ホ…ル(茨城県つくば市)

第8回日本コンピュータサイエンス学会学術集会(第6民総会開時開催)

水島洋会頭

1997年10月17臼(金曜日)~ 18 B (土曜日)

居立がんセンタ一部究所(東京都中央毘)にて開擢予定

日本コンピュータサイエンス学会学術セミナーの需催記録

第l回日本コンピュータサイエンス学会学術セミナー

テーマ:Macintoshによるブレゼ、ンテーション入門

日時:1996年4月28日(日曜日)9:00~17:00 

場 所:東京マタニティー・クリニック S階コンピュータサイエンスホール(東京都渋谷区)

締:法橋尚宏(東邦大学医学部)

79 
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第2囲日本コンビュータサイエンス学会学術セミナー

テーマ:Macintoshによるデータベース構築(初級編)とインターネットのWWW構築

日時:1996年5月26日(日曜日)10 : OO~ 17 : 00 

場 所:東京マタニティー・クリニック 5階コンピュータサイエンスホール(東京都渋谷区)

師:法橋尚宏(東邦大学陸学部)

第3閲日本コンピュータサイエンス学会学術セミナー

テーマ:必ずできるインターネットへの接続，ネットサーブインの実際

日時:1996年6月23臼(B曜B)13 : OO~ 16 : 00 

場 所:農業生物資源研究所ジーンパンク 2階(茨城県つくば市)

講 師:鵜JI¥義弘(農業生物資源研究所)，竹接正隆(東海大学医学部)

第4回B本コンピュータサイエンス学会学術セミナー(MACWORLDExpolTokyo '97同時街催)

テーマ:研究室でのMacintosh

日時:1997年2月22日(土曜日)10 : OO~ 16 : 40 

場 所:日本コンペンションセンター(幕張メッセ)国際会議場 l階会議室(千葉県千葉市)

部:鵜JII義弘(農業生物資源研究所)，竹腰正経(東海大学医学部)，柳田洋一郎(東京マタニティー・クリニッ

ク)，金子罰百](京都大学薬学部)，大泉太郎(慶謄義塾大学医学部)，池田俊也(慶躍義議長大学医学部)

第1由および第2間の学術セミナーに関しては，記録ピデオテープと講義に使ったテキストを甑売いたしております。お

問い合わせは，東京マタニティー・クリニック (FAX.03-3404同1596)へお願いいたします。

日本コンビュータサイエンス学会役員会の開催記録

第 l回役員会

1994年8月28B(日曜日)9 : OO~ 9 : 30 

第2回日本コンピュータサイエンス学会学術集会会場内事務局にて

第2間役員会

1995年2月25日(土曜日)18 : 30 ~ 19 : 30 

第3間日本コンピュータサイエンス学会学術集会会場内ホール控室にて

第3由役員会

1995年3月4日(土曜日)14 : 00~20 : 00 

慶応義塾大学医学部qJ央線51絞セミナールーム lにて

第4囲役員会

1995年9月2日(土曜日)18:00~19: 00 

慶応義塾大学病院新棟11階中会議室にて

第5回役員会

1995年12月15臼(金曜日)19:00~24: 00 

東京マタニティー・クリニック 5階コンビュータサイエンスホールにて

第6回役員会

1996年 l月6日(土曜日)19:00~23: 30 

東京マタニティー・クリニック 5階コンビュ…タサイエンスホールにて
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第7盟役員会

1996年4月178(水曜日)19 : 00~22 : 00 

東京マタニティー・クリニック 5階コンピュータサイエンスホールにて

第8聞役員会

1996年7月20日(土曜日)18 : 00~22 : 00 

遠藤・高場総合法律事務所2階会議室にて

第9回役員会

1996年9月 18 (日曜日)9 : OO~ 9 : 25 

東京ピックサイト会議棟6踏会議場604窓にて

第10囲役員会

1997年3月21日(金曜日)12 : OO~ 13 : 00 

農林水産技術会議事務局筑波事務所2階第一会議室にて

p 学会誌r ::J /tO~-付イエ刈〉発行鵠
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パックナンバ…の購入は， (財)日本学会事務センターにお問い合わせください。また， (株)アトムス(FAX.03-3813-6432)

からも一般向けに販売されています。

p学術開録集学術セミト抄録集の新記録
@第 l盟コンピュータサイエンス研究会抄録集

1994年2月20臼発行，定価1，000円

@第4回B本コンピュータサイエンス学会学術集会抄録集

1995年9月2日発行，定価3，000円

上記のパックナンバーの購入は，東京マタニティー・クリニツク (FAX.03-3404-1596)にお問い合わせください。

@第4回日本コンピュータサイエンス学会学術セミナー「研究室での MacintoshJ抄録集

1997年2月228発行，定価3，000丹

ISBN 4-900935θ8心

上記のパックナンバーの購入は， (株)アトムス(FAX.03-3813司6432)にお問い合わせください。
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日本コンビュータサイエンス学会会期

第 1章総別

第l条 本会は， r日本コンヒ。ユータサイエンス学会」と称する。
英誇表記は， Japanese Association of Comput巴rScience (略称

JACS)とする。

第2条本会の本部を大学，病医院，研究機関内に援く。

第2霊童 自的および事業

第3条本会は，医学・看護学・歯学・薬学 -1文学・ j虫学・工学:

に関連する幅広い分野において，診療や研究活動ヘコンピュータ

サイエンス関連技術を活用して得られた成果に隠して，分野のt~ー

を越えた交流を行なうことをB的とする。また，本会は研究者が

自らの手でコンピュータサエイエンスに関するグループを形成

し，さまざまな活用事例を交換し，議論を三重ねてその成果を公表

していくことにより，おらの研究分野とコンピュータサイエンス

関連分野双方の交流と発展をめざしている。

第4条本会は，第3条の日的を達成するために次の事業を行な

。
、
司
ノ

第5条 国内の学術集会を年llID以上[J前後し，そのうち 1問は総

会をあわせる。

第6条本会の論文誌として「コンビュータサイエンスjを年2

図以上刊行する。論文誌に関する規定はyJIjに定める。

第7条必要に応じて，会員同士あるいは外部との共同研究を行

なうための綴織を置くことができる。

第3章会員

第8条本会の会員は，次のとおりとする。

1.正会員

本会の目的に賛同し会の活動に参加する個人

2.賛助会員

本会の目的に賛同し会の活動に参加する企業

あるいは箆イ本

3.協賛会員

本会の行なう事業を援助する個人および卒業

所

4.名替会員および功労会員

本会の運営，事業について特に功綴のあった

正会員

第9条本会に入会を希望する者は，入会申込書に会授を添えて

申し込むものとする。

第10条会員が退会しようとするときは，文書をもって事務局;こ

申し出ることとする。その!努，既約の会授は払い災ししない。特

別な理由なく会費未納21ドを絞た場合は，脱会とみなす。

第11条 会員がこの会の名若手を傷つけ，また本会の目的に反する行

為のあったとき，役員会の議決をへて理事長がこれを除名できるc

第12条会員は次の場合その資格を失う。

1.送会

2.禁治産および準禁治産の宣言

3.死亡および失綜宣告

4.除名

5.会費の滞納

第4j震役員および職員

第13条本会に次の役員を置く。資格として，アクティブなコン

ピュータユーザであることを条件とする O

1.理事長

2.常任理苦手

3.理事

4.監事

l名

若子名

5 ~10名

若二子名

第14条理事長は役員会において理事の中から選任し，総会の承

認を受ける。

第15条役員会が，名誉理事および顧問を惹くことができる。

第16条 法事長は本会を代表し，会務を総括するo'm-1壬攻守iiま主主

主~lの Iゃから理事長が委託する。役員会は，理事(型J!5Jff毛，常任:fiH

苦手を含む)で構成し，監事および挙務局長は出版し発議すること

カfできる。

第17条役員の任期は2年とする。ただし，重任は妨げない。

第18条本会の事務を処理するために職員をおくことができる。

職員は理事長が任免し，有給とする。事務局の代表者を事務局長

と称する。

第5章会計

第19条本会の経費は会員よりの会費，卒業収入，得付金および

他の収入をもってこれにあてる O 理事長は役員会の議決をへて，

独立の特別会計を設けることができる。

第20条 本会の会計責任者は，理事長と絞溜担当翌日惑が必依し

あたる O

第21条会計状況について，監事が年1間以1:-.1治資を行ない，役

員会および総会で報告する。

会~22条会授は年額 l 日それぞ、れ友会員7 ， 500円，賛助会n

30，000内とする。協賛会員の会費については，その都度湾!事長が

定める。名誉会員の会授は徴収しない。

第23条本会の会計年度{ま月 1日に始まり 12月31日に終わ

る。

第6章会議

第24条理事長は学術集会開催時に定例役員会を召集するι ま

た，理事長が必要と認めた場合，または役員のlβ以上が1変ょjとし

た場合は，臨E寺役員会を開催する。臨時役員会については惑い

ネットワーク上のオンライン会議室での開催も可能とする

第25条役員会は役員のlρ以上の出席により成立する(委任状

をもって出席に代えることができる)。役員会は総会において

決すべき事現，および本会の業務に関して玉虫率主主が必要と認めた

事項について審議する。役員会の議長は理事長とする。

第26条総会は最低年1回以上開催し，次の事項は総会の議決に

よらなければならない。

1.浬事長の;永認

2. 会nリの変1J.i:
3. 報告および収支決算に泌する事項

4. ごjf業計画および収支二子:t;=に関する事項
5.その他，理事長が必要と認めた事項

第27条次の事項は，総会において報告しなければならない。

1.理事長選任給来

2.役員選任結果

3.事業組織の設立および解散

4 事業組織の構成委員

5 その他，役員会において必要と認めた宅再現

第28条役員会の議事は，出席した理事の過半数をもって決し，

可否問数のときは議長の決するところによる。
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第四条 学術集会の主幹を会頭と;f;j;し，役良会が会頭を選任す

るO 会頭と役員は協力して，学術集会の運営を行なう。

第32条選挙に関する細刻は別に定める。

第8章その他
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第7主主 理事および監事の選挙

努BO条理事および盤奈は選挙によって選任され，選挙は会員に

よる郵便投票とする。ただし，当衝は必望号に応、じて岩子名の理事

長推薦潔苦手を置くことができる。

第33条本会の遂営に関する細則は，加に定める鏡定による。

第34条本会則に定めのない事項，疑義の主主じた条項について

は，その都度役員会にはかり，対処するものとする。

前t~1j第31条 lE会長は{也の正会員2名の捻薦があれば溜率および致事

に立候補できる。立候議申請の様式l土事務局で定める。ただし，

玉虫事およびト監事に立候争議するものは，その1義務のために電子メー

ルアドレスを持つことにする。

l.本会の本部を東京マタニティー・クリニック内(〒151 東

京都渋谷区千駄ヶ谷1-20-8) ，事務局を(財)日本学会事務

センター内('1'113 東京都文京区本駒込5-16-9)に震く。

1996・1997年度自本コンピュータサイエンス学会役員一覧

理事長 法橋尚宏(東京大学法学部， naohiro@hohashi.org) 

常任理事 池田後也[関際情報担当](慶磨義塾大学毘学部， shunya@st.rim.or担)

鵜川義弘[電子出版担当](農業生物資源研究所遺伝資源第ニ部， ugawa@disc.dna.a飴cεo.jp)

鈴木康生[庶務担当日牛久愛和総合病院麻酔科， PDF0211O@niftyserve.or.jp) 

[財務担当日牛久愛和総合病院小児科， dk7y北 s@asahi-net.or.jp)

竹腰正隆[学術担当日東海大学法学部， mtakekos@is.icc.u-tokai.ac.jp) 

水島 洋〔広報および関際i脊報担当](関立がんセンター研究所がん情報研究部，加凶zushi@ncc.
go.jp) 

理事 石井留雄〔編集担当](レスベケミカル株式会社化学部， toishii@po.iijnet. or伊)

伊藤雅彦(由時医療福祉大学臨床霞学センター， itohm@gem. bekkoame.or.jp) 

大泉太郎(慶寵義塾大学援学部， taro@vuni.or伊)

加部一彦(東京女子陸大母子総合医療センタ一新生児部門， SDI00167@niftysereve.or伊)

児玉 充(NTTマルチメディアビジネス開発部， kodama@mbd. ntt.jp) 

関山昭彦(鳥取大学涯学部， suyama@grape.med.tottori-u.ac担)

田昌紀(株式会社松下電器産業マルチメディアシステム研究所， hoshida@trl.mei.co.jp) 

米i幸保雄(茨城大学大学院理工学研究科，大阪大学榎限科学研究センタ一様限技術応用部門，

yonezawa@lifeOl.dse.ibaraki.ac. jp) 

監事 田中秀一(遠藤・高場総合法律事務所， shuuichi@pis.bekkoame. or伊)

顧問 遠藤鼓哉〔コンピュータ著作権担当日遠藤・寓場総合法律事務所)

田中公威(株式会社陸療文化研究所)

田中新吾[会計担当](問中新吾税理士事務所)

酉尾安裕[広報担当日ニッポン放送事業開発烏金歯開発部， ymshio@kw. netlaputa.or. jp) 

細川 啓(株式会社アタラシ総合企画部・情報部， NIFTY SERVEバイオフォ…ラム(FBIO)マ

ネージャ， SDI00733@ niftyserve.or担)

柳田洋一郎[学会本部およびセミナー担当日底療法入社団慶友会東京マタニティー・クリニッ

ク， yanayy@po.iijnet.or.jp) 

(五十音順)
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編集委員長

副編集委員長

編集委員

日本コンピュータサイエンス学会編集委員

石井留雄(理事)

沼原利彦(香川医科大学， numahara@kms.ac担)

鵜J11義弘(常任理事)

小島清嗣(オリンパス光学工業株式会社バイオメデイカル1)サー

チセンター， QGB01537@niftyserve.or伊)

藤自信之(留立遺伝学研究所分子遺伝研究部門， nfujita@lab. 

nig.ac担)

法橋尚宏(理事長)

(五十音JII夏)

1997年度「森河賞」について

「森河賞Jは，研究支援用オンラインソフトウェアを対象とする賞です。その名称、は， 1994年2月に不慮の事故死を遂げ

られた森河浮きん(当時・福井医科大学臨床検査臨学講鹿，享年40歳)に由来します。詳しくは，本誌1996年第3号第l

98ページをご覧ください。

今年度の「森河賞」は，商用パソコン通信ネットワ…クの NIFTYSERVE上に開設されてる FBlO()，¥イオフォーラム)の

有志の方々の審査によって決定されました。受賞作は，石坂 智さんによるグラブ作成ソフトウェアの Ngraphです。本

作品は， MS-DOSパージョンの時代から定期的に改良され，現在ではWindows対応版が中心となっています。このソフ

トウェアはきわめて質の高いグラフを容易に描くことができ，多くの研究者のためのグラフ作成に貢献しています。ま

た，こまめなパージョンアップによって絶えず改良されています。さらにインターネット時代らしく，専用のウェブペ

ジ(http://www2e.meshnet.or.jp(isizaka/)によって利用者の意見を受け付けています。 1997年6月現在，パージョンは/319x 

(ng60bI9x.!zh)で，本稿が出版される頃にはパージョンが変わっているでしょう。これ以外に，アドイン・プログラムの

nad60b18.lzhや外部ドライパの ned60bl9.lzhもあります。

また，石坂さん偲人がこまめに維持されてることは，ウェブページのよくある質問集(FAQ)からもうかがうことができ

ます。また，作成されたグラフの質の高さから「森河賞Jにふさわしいと判断しました。ちなみに石坂さんは，

研究所に勤めていられる研究者です。説賞としてFBlOへのフリーアクセス権l年分と森iiiJi手君追悼集が贈られました。

ちなみに過去の受賞作は 1由自が広島大学の讃岐美智義さん， 2回目が大阪大学の三木寵正さんで，いずれも Macintosh

用のソフトウェアでした。今閉は初めてWindows用のソフトウェアが受賞しました。今後の動向が楽しみです。なお， r森j可
賞jの選考にはどなたでも参加することができます。NlFTYSERVEのFBIOの会員であれば候補作の推薦や審査に加わること

ができます。第4四日の「森i可賞Jの選考は1997年11月から行なわれる予定で、す。皆様の参加をお待ちしています。

[森河賞J選考進行役
竹腰正隆(東海大学医学部分子生命科学2)

QGA00050@niftys巴rve.or.jp，mtakekos@is.icc.uぺokai.ac担
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{巴本コンピュータサイエンス学会の入会方法]

学会入会をご希望の方は この用紙に必要事項をご記入のうえ，学会事務局までお申し込みください。

本年年会費 (1997年 l 月 l 日 ~12月 31 日/学会刊行物を含む)は7，5∞円となります。なお，入会金は無料です。

連絡先〉

ヌ~ヒ

氏

'1主

勤

務

先

自
t 伊品~

東京都文京じま本駒込5-16-9 (財)日本学会事務センター にお問い合わせください。

TEL. 03-5814-5810 FAX. 03-5814-5820 

"択一一一…"択一一一…艇一一一一"択一一一一叡……一一一総…-

p 日本コンピュータサイエンス学会登録用紙
主義 1 .新規登録 2.既登録(※Oをつけて明記ください)

フリガナ
名

口一マ

男5 男 . 女 生年月日 19 年 月

名 手か

所 麗

所在地
γ 

TEL耐
(内線) FAX. 

イ主 所
γ 

γEし. FAX. 

学会誌送付先 勤務先 . 自宅

電子メール Internet 

通 4関

日
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コンピュータサイエンス

臨本学会誌「コンピュータサイエン

スJでは，会員の方からの投稿論文
を広く葬集しております。サイエン

ス領域でのコンピュータの手技，ソ

フトウェアの開発等，学際的な分野

の診療や研究をとおして得られた成

果に関する寄稿を歓迎します。

投稿論文募集のご案内

ゎ0.1
、も‘

A 、~O\・

fソJ

JJCS 

ココピコーヲヲイヱンス唖亙三

イヱンス vol.4宅 nO.l

-詳細については本誌掲載の

投稿規定をご参照ください。

なお不明の点につきましては

学会事務局にお問い合わせく

ださい。

占人 y
原稿送付先:

つ

/fチソ
、J~
‘ノ v

千113 東京都文京藍本郷2…29-3 U.K.'sピル

(株)インタ…メディカjレ JJCS編集制作室

TEL. 03-5802-5801 FAX. 03-5802-5806 

ιmail jjcs@jacs.org 

日本コンビュータサイエンス学会

Japanese Association of Computer Science 
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fコンビュータサイエンス(japaneseJournal of Computer Science，略してJJCS).1の投謂競定

1. ;$:誌の包的

本誌は，日本コンピュータサイエンス学会の学・会誌および論文

言きとして刊行する。本誌は，医学・館学・築学・看護学・理学・

工学・農学に関連する幅広い分野'で診療や研究活動に，コン

ピュータサイエンスを活用してi4iられた成系を分野の枠を超えて
交流させることを目的とする。

2. 本誌誌が歓迎する論文
本誌は，とくに研究滋へのコンピュータサイエンス約手技活用

の実践的5主体的な論文を歓迎する。また陶よい分野で利用が可
能なデータベースやソフトウェアの開発に関する論文も歓迎す

る。本学会は，分野の奥なる研究者が参加する様lli!の学会である

ことを念頭に，目的・対象・内容表現の記述にあたっては，手

技・分野会超えた明i絞さをお願いしたいc

3 投稿資格

深刻として，務者は学会員であることを必要とする。ただし，

編集委員会が認めた場合にはこの限りではない。

4. 投稿規定

原稿は手口文または英文とし，別記する執祭姿I史で、指定されたス

タイルにしたがう C

他誌(外国寺ffr誌も含む)(こ発表ずみ，投街中のものはお断りす

る。

5. 校正

受理原綴の芳三雪校正は， I氏自IJとして初校のみとする c

6. 著者の負担は当分の告書以下のようにする。

投稿料:?活字1'0
別1m. : 30郊を筆頭務二者に無料で進呈する。 30斉1¥を超える;希裂

がある場合;こは，下に定める料金表のように務者負担となる O こ

の場合，初校i如こ必ず必姿吉[¥数をのし出ること。

fコンピュータサイエンスJlJ絹IJ{illi絡表

ページ数 100部 200部 300郊

1 ~ 6 36，000 44，000 52，000 

モノクロ 7 ~12 40，000 50，000 60，000 

13~18 44，000 56‘000 68，000 

1 ~ 6 100.000 108司000116‘000 

カラー 7 ~12 104，000 114.000 124，000 

13~ 18 108，000 120，000 132‘000 

.31J捌30部は無料進室市し上げます。それ以上の有料別
総のお取し込みは， 1∞部単位でお願いいたしますc

・ページ数は掲絞論文の総上数です。

-旬li格は税込みです。

そのほか:カラー印織を希望する場合lこは，原則として著者に

実費負拐をお願いする O

7. 箸作権

著作権はコンピュータサイエンス学会に所属する O 論文内容

は，学会のWWW(World Wide Web)ページにでも公表する。現

在，学会のWWWページのURLは， http://wwwぷcs.org/であ

る。ただし，著者はr，~発したデータベースやソフトウェアおよび

ハードウェアなどに対する権利，論文内容を将来の研究のために

利用する権利害事は保有する。掲if&記事内容の交径は著者が負うも
のとする。

8. j変説

投稿原稿の採否は綴集委員会が決定する。訂正を姿議された原

稿は指定期限内に改定しなくてはならない。

[ rコンピュータサイエンスj執筆婆I頁]
原稿は，，*員IJとして，電子ファイルの形でお送りいただきます。

本誌は， MacintoshによるDτ?により来日Jt!:Zを行っている関係上， 以
下の形式でお送りください。本文，各区J，各表，図設は，それぞ、れ

独立したファイルで{~1r してください。 また，本文・凶・表の中

のフォントは，極力JISコード体系以外のタi悼すゐを使用しないように
してください。文字化け等の確認のため，テキスト.図，表をプリ

ントアウトし， 25争体主予を指定したものを告1-せてお送りください。数

式はMathType(Macintosh)で才並j波を行っていますので， MathType 

で作成された数式の場合はオリジナルのファイルをお送りくださ

い。それ以外の場合には，活字でプリントアウトしたものをお送り

ください。なお.Texには対応できません。

(Macintoshの場合〕

Macintoshフォーマットのフロッピーディスク，あるいは， 3.5 

インチ MO(128~640MB) を使用してください。本文. [認説は

EDF形式， MacWriteII-J形式，標準テキスト形式のいずれかで

保存し，プリントアウトしたものも添付してください。なお，

Nisus Writer (Solo Writer)については様準のファイル形式でおj去

りください。叡lまえば PICT形式(庄織なし)で保存し，ブリントア

ウトしたものも添付してくださし'0凶←衣のフォントはPSフォント

をご使用ください。

Macintoshで作成した原稿は，本文・図・表に分けて保存した

ファイルをお送りいただきます。数字や欧文の単語は，ネf:tJに絞

してください。原則として，本文の手日文フォントは綴明朝体，

欧文フォントは Times，記号ーは Symbolを使用してください。ま

た，本文l'Bl表を含めアプリケーション独自の特殊フォントの使用

は綴カさげてください。 また， Iカタカナ表記で Comput巴rは
コンビューヂですjのように欧文単語前後には半角スペースを挿

入せず1こ， Iカタカナ表記でComputerはコンピュータですJのよ
うにベタ打ちとしてください。

論文の長さは，論文;の場合は，仕上がり 10資以内，短報の場合

;ま，仕上がり 4頁以内をめやすにしています。論文の場合は，

10β00文字以内(図表は 1点につき200字として換算してくださ

い)。

本文のファイルの名前はさ表鎖著者“本文H+投E耳目としてくだ
さい。例 “法機尚宏.本文94/08/28" 英文・和文いずれの投稿に

おいても，英文-手o文iilii方の題名・著者・所属・キーワード・姿
約が必要です。本文の執筆は以下の順序でお苦手きください。

running head (余角20字以内)， 31J制請求先。
手fJ文題名，手口:文事若者名，和文所属，和文キーワード，和文要

約 (600学以内)

英文題名，英文著者名，英文所属，英文キーワード，英文要

約(300語以内)

本文，務苦手，文獄，凶説

引用文献は本文での引用)般に苦手号をふり，本文中では引用儀所

;こ[1]のように記入してください。なお，各文献は次の形式にし

たがってください。著者は 3人まではすべて記し 4人gからは

そのほかとしてください。

雑誌のとき [番号]著者，論文題尽，雑誌名，巻，開始Jf-

終了頁，発行年商!欝.

単行本のとき {番号]箸者，者名，発行所名，発行場所，発

行年

また， Internet上の資源を引用文献とする場合は， URL 

(Unifonn Resource Locator)で表現し，著作権者とアクセスした

日時を記殺してください。
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日本コンピュータサイエンス学会:htや・//www.dna.a鈴c.gojp/

htdocs/JACS/， 1996年l月28Bアクセス

表は l枚ずつ保存してください。ファイル名は，筆頭著者.表

番の形式にしてください。例 “法橋尚宏.表1" 

閣のファイル名は，筆頭著者.図番の形式にしてください。例

“法橋尚宏.図 1"。なお，画面ダンプは256色グレ一階調・縮小

せずに保存。写真はスライドあるいは紙焼写真をお送りくださ

い。写真の裏面に，題名・筆頭著者・図の番号・天地を記入して

ください。

(DOS系(Windows95，Windows NTを含む)の場合/UNIX系

の場合〕

基本的にはよ述の Macintoshの場合に準じますが，1.44MB

(18セクタ)にフォーマットされたフロッピーディスクあるいは，

3.5インチMO(1 28~640MB) をご使用ください。本文，表，図説

はMふWord形式，一太郎形式， DOSテキスト形式のいずれか

で保存し，プリントアウトしたものも添付してください。図は

BMP形式(圧縮なし)で保存しプリントアウトしたものをお送り

ください。

お送りいただくもの フロッピ…ディスクあるいは3.5インチ

MO(光磁気)ディスク:ラベルを貼って，論文表題，著者名をお

苦手きください。必婆があれば写真:スライドあるいは紙焼。

l京稿打出し:イタリックなどの文字属性を朱書き指定した原稿

打出しを必ず開封ください。悶表の挿入位置やサイズに指定があ

る場合には併せて記入ください。

図表打出し :図表の番号を併せてご記入ください。

カバーレター・題名，著者，同封されているフロッピーディス

ク・写真・打出しの数，フロッピーディスク内のすべてのファイ

ル名，本文や表を作成したアプリケーション・システムのパー

ジョン等について記入したカバーレターをつけてください。

送笠韮 フロッピ一等は適当な厚紙などで挟むか，専mのメー
ルバックをお使いください。角3封筒に保護厚紙を同封し，必ず

街易書留にて下記の送り先にご送付ください。原郊として，お送

りいただいた原稿・メディア・写真は返去Fいたしませんので，予
めご自身でパックアップコピーをお綴いいたします。

送付先:干113東京都文京区本郷2-2ヲ… 3 U.K.'sピル

(株)インターメデイカル JJCS編集制作家
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1997年度賛助会員一覧

賛助会員名 所在地 TEL. FAX. 

Bio-Net NIFTY SERVE FBIO (http://www.niftyserve.or.jp/forum/fbio/) 

塩野義製薬(株)靖報システム部 541 大阪府大抜市中央底道修可3-1-8 06-202鵬2161 06-232勝1927

(株)ニコンすプロジェクト 140 東京都品川区西大井 1-4 -25 03嶋3773-8125 03-3773-8118 

コアスターレ第一ピル

1997年度協賛企業一覧

協賛企業名 所在地 TEL. FAX. 

NTTマルチメディ7ピシや料開発部 100 東京都千代田区大手IUT2-2-2 03-5200-4874 03愉5200峨9165

アーバンネット大手町ピル16F

(株)アウェイク・ネットワーク社 102 東京都千代罰思麹町3-4-6 03ω5211-7337 03-5211-7338 

(株)医学評論社 169 東京都新街毘百人町 1-11-29 03ω533Cト2441 03-5389-6452 

テコムピ}L-2 F 

黒田印刷(株) 305 茨城県つくば市下平塚331-1 029~ト56-1623 0298-56-1265 

(株)ケーアンドティー 331 埼玉県大宮市絞木野4-147-1 048-648-0196 048-648-0197 

(株)数理システム 160 東京都新宿区新宿2-4-3 03-3358-6681 03嶋335~ト1727

フォーシーズンピ)!.-lOIコ

関彰商事(株) 305 茨城県つくば市この宮 1-23-6 0298-55-2560 0298-55-2562 

(株)つくばマルチメディア 305 茨城県つくば市花軍962-3 029~ト57-8317 0298-57-3823 

3F 

(株)ツムラ 310 茨城県水戸市泉町 1-1-4 029-225-9011 029櫛227嶋6750

水戸ブコク生命ビ}L-3 F 

(株)ディナベック研究所 305 茨城県つくば市観音台 1-25-11 029Eト38-0540 029Eト38-1123

(株)東洋情報システム 135 東京都江東IR東陽4-11-38 03附5683勾8351 03-5683-8352 

USC 1ゴ}l--

(株)中山議詰 113 東京都文京区白山 1-25-14 03-3813-1108 03樽3816-1015

(株)南江堂 113 東京都文京区本郷3-42-6 03-5803-2590 03-3814-8254 

日本アイ・ビー・エム(株) 305 茨城県つくば市竹罷 1-6-1 0298-58-4381 0298-5Eト4511

つくばコ井ピル12F

宮本ディシ、、タ品川'17。メント(株) 167 杉並区上萩 1-2-1 029ふ52-3311

(株)日本電子出版 169 東京都新指匿市谷左内町21 03-5261・9171 03-5261-9170 

山上ど}L-

(株)ホテルグランド東雲 305 茨城県つくば市小野晴海弁488-1 0298-56-2211 

コ菱スペースソフトウェア(株) 105 東京都濃区浜松町2-4-1 03-3435-4737 03-3435-4745 

(株)理経筑波営業所 305 茨城県つくば市吾妻3-10-6 0298-51-8555 0298-51-9644 

(株)学土社 101 東京都千代田区神田多町2-9-2 03-5296-1001 03-5296-1101 

神域ビ}L-
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『コンビュータサイエンスJ

(Vol. 1 ， No. 1 "'Vol. 3 ， No. 2 ) 

パックナンバーの購入に関しては，本誌81ページをご覧ください。

議Vol.1 ， No. 1 (1994年8J328日発行)

巻頭雷研究支援ツールとしてのコンピュータ

投穣論文

画像処理・蘭像解析・形の科学への誘い一表皮ランゲルハンス細胞空間配置の解析…

沼原利彦， 中川俊文，高岩桑 S 

NIH Imageを用いた電気泳動パターンの解析 小島済制 17

フリーウェアのライブサイエンス学術用語辞書を作った理由

金子周司，大武 博，小島清嗣， 曽良一郎，竹内i告昭，竹腰正経

丹回 滋，浜田孝和，法橋尚宏，細川 啓，横尾英明，渡辺良成 25 

UNIXを知らなくても使える Macintoshによる Internetの利用法 竹腰正隆，前回史子 33 

法橋尚宏 4 

Macintoshと統計解析 陶IlJ昭彦 43 

第2回自本コンビュータサイエンス学会総会

.会場・交通案内・会場案内関

-口i寅プログラムおよびタイムテーブル
・セミナーの案内 ランチセミナー，テクニカルセミナ…内容紹介

・講習会の案内 Macintosh講習会内容紹介

-特別講演

(S -1 )毘簡が求めるプレゼンテーションソフトウェアとは何か?

(S司 2)米国における Macintoshの現状と将来

-医療用ソフトウェアと通信環境を中心に一

0

2

3

4

 

M

、J

戸、J

戸、J
w

、J

尾時虞 55 

池田俊せ1， 56 

-一般演題

(W -1)医療機器と MacintoshのInterface

清水稔， 山口浩一，井上晃男，高柳

(W“ 2 )ライフサイエンスのための英和逐次変換ツール

大量文書処理のための一方策一

(W句 3)マクロ商{象のデジタル化

35111111フィルムスキャナ， PhotoCD，デジタルカメラの比較一

(W時 4)時間生物学部究における Hyp巴rCardの応用

清水稔，藤島宏克，酒井良彦議拘i 寛，林輝美，諸問成徳，

(W -5 ) AppleScriptよる統計解析の自動化

(W回 6)日本産ア 1)類蘭{象データベースの講築とネットワークで、の公開月井雄二， 木原

(W-7lマルチメディアによる看護教育システムの構築(第一報) 磯野裕見子， 杉下知子，

.8本コンピュータサイエンス学会運営のために‘日本コンピュータサイエンス学会役員，
コンピュータサイエンス編集委員

-賛助会員一覧， 協賛企業一覧

林線美，諸偶成徳，高畠豊 57 

藤田信之， 金子周可 59 

-コンゼュータサイエンス投稿規定

-第3回日本コンピュータサイエンス学会総会の案内， 編集後記

語原和彦 61 

高畠愛 62 

鈎出昭彦 64 

鵜川義弘 66 

法橋尚宏 67 

68 

69 

109 

110 
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議Vol.2 ， No. 1 (1995年 2月25日発行)

投稿論文

インターネットを利用した生命科学情報の広域データベース化とその意義

B本産アリ類カラー爾後データベースの紹介一 月井雄二，木原 鵜)11義弘 5 

デスクトッフ。パブリッシングによる医学舎の制作の実際

ーパソコンによる本づくり 田中越郎，友光彰，戸島敬一 15

NIHlmageを用いた形態、計測

肝類i舟内皮小孔の数と大きさの計測法一 名倉識，清水稔，北角嘉語、，本郷進一郎

有潟健，揺地敏彦，大村桂司，高田 洋，松本和則，上井一男 21 

マクロ額像のデジタjレ化

米毘ハーバード大学における学術情報ネットワーク環境

ライフサイエンスのための英和変換ツール

記事

私とネットワーク

米自における Macintoshの医療正、用

-MacintoshWorld EXPO/San Francisco '95のカンファレンスより一

第3匝岡本コンビュータサイエンス学会総会

・講演プログラムおよびタイムテーブル

・セミナーの案内

コーヒープレイクセミナーテクニカルセミナー内容紹介

.講習会の案内

沼m:、利彦 27 

池田俊1主 35 

ß~き 金子鴎司 41 

中村明 47 

池田俊也 49 

52 

54 

コンピュータ講習会内容紹介(部像解析教室/Macintosh版，スライド作成教室/Macintosh版，

メデイカルイラスト作成教室/Macintosh版，統計解析教室/Macintosh 抜，ウインドウズ活用教

室/Windows版)

.特郡金頭講演要旨

〔シンポジウム〕

21世紀を志向するコンビュ…タサイエンスのあり方

55 

持出昭彦(司会)，関原成允(ゲスト)

尾鵠農，金子爵二，清水稔(シンポジスト 56

〔特別講j寅〕

遺伝子情報処理への挑戦

一並弼コンピュータを用いたマルチプルアラインメントを中心に

〔招待講演〕

研究文化と WorldWide Web 

WWWサーバーによるインターネット生物医学毘際会議開催

〔パネルデイスカッション〕

生物現象とシミュレ…ション

• 1)ミットサイクルの概念と応、用について

-生体の数理モデルについて(自律神経の心拍変動制御モデルから)

.粘菌における位相スイッチングによる原形質流動の自動補償機構

.アポトーシスについて

・一般演題講演要旨

[NIH Image .生体計測〕

(1 -1 ) NIH Imageを用いた c-fosmRNAのRT-PCR免科庁

57 

イ左藤進也 58 

村瀬澄夫，津田光穏 59 

藤原敏i告

高井一岳

中垣俊之，上田哲男

野上異理

60 

下村登規夫，北野あゆみ，丸}II浩子，三島香津子，高橋和部 62 

(I -2 ) NIH Imageを用いた形態計測

肝類洞内皮小孔の数と大きさの計測法一 名倉徹，清水稔，北角嘉徳、，本郷進一郎

有馬健，福地敏彦，大村桂苛，高田 洋，松本和則，上井一男 64 

(I -3 )海綿骨梁パターンの定量的計測 井上仁，入i暴淑人 65

〔診断論理.QuickTime f，芯用〕

(II -1 )ストロボスコープのファジー診断 牧野克巳，福田宏之，鳥 燕，摘出敏行

中川秀樹， }II崎篤，都築達， JlI井田政弘， )11崎)11資久 67 
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(1ト2) Computer Aided Educationに対するパーソナルコンピュータの応用

一酒橡データ(とくに動溜)のコントロール方法について

(但II白-3 )Qlむ凶l札ic改kおm巴をF沼詩いた歯科科，矯正i治台療説明システム(にCAP目IS剖) 
加志向 滋 69 

八巻正樹，山 ガジシャミンハッサン，花田晃治 71 

〔臨床統計解析〕

(III -1 ) KaplanMakerによる Kaplanふ1:eier生存曲線の作成

(III司 2) Hyper・Kaplanの作成と応用

(III -3 ) StatVi巴W のSurvivalToolsを用いた Cox比例ハザード解析の応用事部

CHyperCard . Excelマクロ〕

(IV -1 ) HyperCardの糖尿病患者教育への応用

(IV司 2)エクセルマクロによる T検定解析システム

〔院内情報処理〕

(V -1 )病理診断業務LANシステムにおける蘭橡ファイリング

(V -2)ファイリングシステムを利用した超音波画像スライド作製システム

(V吋 3)OCMSにおける病歴情報の活用支援システム 朴

・会 報

・日本コンピュータサイエンス学会会則，役員プロフィール

・賛劫会員一覧， 協賛企業一覧

・コンピュータサイエンス投稿規定

・第4回日本コンピュ…タサイエンス学会総会の案内，編集後記

高木篤 72 

浅野i豆Mt 74 
浅野道雄，間出陪彦 76 

和問克哉 77 

高木篤 79 

武 81 

中島満， 典之 83 
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